
練馬区の環境施策について
練馬区エネルギービジョンと練馬区環境基本計画
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Ⅰ 練馬区エネルギービジョン
～自立分散型エネルギー社会に向けて～

 １ 策定の背景

 ２ 策定の目的

 ３ 自立分散型エネルギー社会に向けて

災害時のエネルギーセキュリティの確保災害時のエネルギーセキュリティの確保１１

分散型エネルギーの普及拡大分散型エネルギーの普及拡大２２

省エネルギー化の推進省エネルギー化の推進３３

    区民とともに進める取組    区民とともに進める取組４４

2



東日本大震災で顕在化した電力需給の脆弱性

従来の大規模集中型電力システムの災害時における安定供給面での脆弱性が明らかに

１ 施策の背景
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分散型エネルギーシステム技術の発展

災害時には大規模集中型電力システムのバックアップとして機能し、電源の多重化によるエネルギーセキュリティの
強化が可能

１ 施策の背景
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エネルギービジョンの位置づけ

みどりの風吹くまちビジョン
～ 新しい成熟都市・練馬をめざして ～

練馬区エネルギービジョン

エネルギー政策に関する個別計画

国や東京都のエネルギー政策

エネルギー基本計画

東京都長期ビジョン※

整合
連携

練馬区地域防災計画
（避難拠点における電源確保等の取組）

練馬区地球温暖化対策地域推進計画
および練馬区環境基本計画
（再生可能エネルギー、省エネルギーの取組）

練馬区都市計画マスタープラン
（環境に配慮したまちづくり）

整合
連携

関連分野の
個別計画

２ 施策の目的
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３ 自立分散型エネルギー社会に向けて

災害時のエネルギーセキュリティの確保災害時のエネルギーセキュリティの確保１１

(1) プラグインハイブリッド自動車・電気自動車・燃料電池自動車の避難拠点などでの
緊急電源利用

(2) 避難拠点等におけるエネルギー確保の充実

(3) 区民・事業者に対する分散型エネルギーシステムの導入支援

① 災害時協力登録車制度を創設し、避難拠点の電源確保

② 公用車導入を進め、緊急電源として活用

① 避難拠点となる小中学校に蓄電設備と組み合わせた太陽光発電の設置推進。

② 災害時医療機関となる病院などの建設や大規模改修の際にコジェネレーションな

どの導入を支援。

燃料電池や蓄電池などの分散型電源設備、太陽光発電や太陽

熱利用などの再生可能エネルギー設備設置補助
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３ 自立分散型エネルギー社会に向けて

分散型エネルギーの普及拡大分散型エネルギーの普及拡大２２

(1) 全国を先導する地域コジェネレーションシステムの創設

(2) 分散型エネルギーシステムの導入支援

(3) 再生可能エネルギーのさらなる活用

災害拠点病院２か所と近隣の医療救護所が、それぞれ一体となった地域コジェネレーションシ

ステムを創設し、エネルギーの総合的・効率的な利用を推進します。

太陽光発電などの再生可能エネルギーのさらなる活用
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３ 自立分散型エネルギー社会に向けて

省エネルギー化の推進省エネルギー化の推進３３
(1) 省エネルギー機器・設備の導入支援

(2) 区立施設における省エネルギー化の推進

(3) 省エネ型ライフスタイルへの誘導

区立施設の建築や大規模改修時に、設備等の導入に取り組む

直管型LED照明
出典）経済産業省HPより

窓の断熱改修
（複層ガラスの例）

出典) 経済産業省HPより

校舎に降る雨水をトイレ等の水として再利用
左写真）雨水を利用したトイレ
右写真）雨水処理設備

省エネルギー住宅の普及啓発に取り組むとともに、
HEMSやZEHなど最新の省エネルギー設備や技術に関す
る情報を広く区民に提供
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３ 自立分散型エネルギー社会に向けて

    区民とともに進める取組    区民とともに進める取組４４

(1) 災害時のエネルギーセキュリティの確保【再掲】

(2) 分散型エネルギーの普及拡大【再掲】

(3) 省エネルギー化の推進【再掲】

(4) 協働による着実な推進

助言・支援ビジネスモデル
提案

有識者の助言、エネルギー事業者の提案を受け、

区民・事業者・区が協働して、より実効性の高い取

り組みを推進
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Ⅱ 練馬区環境基本計画2011計画（後期計画）
～みどりの風吹く 豊かな環境のまち ねりま～

 １ 望ましい環境像

 ２ 目標達成に向けた施策

 ３ 温室効果ガス削減目標

 ４ みんなで達成！

家庭でできる温室効果ガス削減
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１ 望ましい環境像

みどりの風吹くまちビジョン
（平成27年3月策定）

Ⅰ 子どもの成長と子育ての総合的な支援

Ⅱ 安心して生活できる福祉・医療の充実

Ⅲ 安全・快適な都市の実現に向けた基盤整備

Ⅳ 練馬区の魅力を楽しめるまちづくり

Ⅴ 新たな区政の創造

 

● みどりや水と共生する美しいまち

● 安全で健康に暮らせる生活環境のまち

● 資源やエネルギーを大切にする循環のまち

● 環境にやさしいこころを育み行動の環が

広がるまち

みどりの風吹く 豊かな環境のまち ねりま

環境基本計画２０１１（後期計画）

望ましい環境像

環境都市練馬区宣言
（平成18年8月宣言）
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２ 目標達成に向けた施策

基本目標Ⅰ みどり豊かなまちをつくる

みどりの基本計画の改定と取組の推進

基本目標Ⅱ 自立分散型エネルギーのまちをつくる

地域コジェネレーションシステムの創設

避難拠点などでの緊急電源利用の推進

区民・事業者に対する分散型エネルギーシステムの導入支援

水素エネルギーへの理解促進
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２ 目標達成に向けた施策

食品ロスの削減

基本目標Ⅲ 循環型のまちをつくる

不燃ごみの資源化

紙類やびんなどの資源とごみの分別の周知徹底

基本目標Ⅳ 快適な地域環境をつくる

空家等対策の推進

暑熱環境対策を推進

基本目標Ⅴ 学びと行動の環を広げる

エコライフチェックを活用した地球温暖化防止普及啓発の取組

練馬区地球温暖化対策地域協議会への支援
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３ 温室効果ガス削減目標

区の温室効果ガス削減目標（練馬区地球温暖化対策実行計画（区域施策編））

平成42年度（2030年度）までに 26.0％削減する。

平成31年度（2019年度）までに 9.2％削減する。

長期目標

短期目標

※ 基準年度はいずれも平成25年度（2013年度）
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練馬区の短期（平成31年度）の温室効果ガス削減目標を達成するためには、
練馬区の全世帯が、１世帯あたり
電気使用量を472kWh ＋都市ガス使用量を37m3 削減することが必要です。
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３ 温室効果ガス削減目標

区内の温室効果ガス排出量削減のためには、住宅地が多くを占める地域特性から、

家庭部門対策が重要。

区民一人ひとりの取り組みに向けた周知啓発や支援の強化が必要

区の温室効果ガス排出量の推移
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４ みんなで達成！家庭でできる温室効果ガス削減

目標達成のための取組

テレビを見る時間を少なくした
（1日1時間テレビ（32V型液晶）を見る時間を短縮した）

約16.8kWh/台 約450円

使っていない部屋の電気は消した
（1日1時間、１部屋の白熱電球54Wの使用時間を短縮した）

約19.7kWh/台 約530円

冷房の使用時間を短くした
（1日1時間、設定温度28℃の冷房使用を短縮した）

約18.8kWh/台 約510円

暖房の使用時間を短くした
（1日1時間、設定温度20℃の暖房使用を短縮した）

約40.7kWh/台 約1,100円

冷蔵庫の設定温度を弱くした
（周囲温度22℃、設定温度を強から中にした）

約61.7kWh/台 約1,670円

シャワーを出しっぱなしにしなかった
（45℃のお湯を流す時間を１分間短縮した）

約12.8m³/台 約2,300円

STEP1 省エネ行動で減らそう！
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４ みんなで達成！家庭でできる温室効果ガス削減

目標達成のための取組

STEP2 機器の買い替えで減らそう！

機器名

平成19年製から平成27年製に買い替えた場合

年間省エネルギー効果 年間節約効果

電気

エアコン 2.8kW（8～12畳） 約178.6 kWh/台 約4,800円

液晶テレビ 40型 約127.0 kWh/台 約3,510円

電気冷蔵庫 401～450Ｌ 約317.5 kWh/台 約8,530円

電球型ＬＥＤランプ 約89.0 kWh/台 約2,410円

都市ガス ガス温水機器（給湯器）
給湯能力24号

約23.0 m³/台 約4,140円
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４ みんなで達成！家庭でできる温室効果ガス削減

目標達成のための取組

STEP３ 住宅の省エネで減らそう！

住宅の省エネ化

窓の断熱改修 外壁の断熱改修

屋根・天井の断熱改修 床の断熱改修

設備エコ改修（太陽光利用システム、節水型トイレ、高断熱浴槽、高効率給湯器）など
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エコライフチェック19



再生可能エネルギー・省エネルギー設備
設置補助(29年度)

補助対象設備

申請できる人（法人）

区民 事業者
補助金
上限額

管理組合
補助金
上限額

太陽光発電設備 ○ ○ 60,000円 ○ 200,000円

強制循環式太陽熱利用システム ○ ○ 25,000円 ○ 200,000円

自然冷媒ヒートポンプ給湯器

【エコキュート】
○ ○ 25,000円 - -

ガスエンジン・コージェネレーションシステム

【エコウィル】
○ ○ 25,000円 - -

家庭用燃料電池システム

【エネファーム】
○ ○ 60,000円 - -

蓄電システム ○ ○ 60,000円 ○ 200,000円

ビークル・トゥ・ホームシステム ○ ○ 25,000円 ○ 200,000円

直管形ＬＥＤ照明等 - ○ 20,000円 ○ 200,000円

改修窓（窓の断熱改修） ○ ○ 20,000円 ○ 200,000円
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